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公益財団法人ポーラ美術振興財団ポーラ美術館は 2002 年に神奈川県箱根町に開館した美

術館である。富士箱根伊豆国立公園という自然公園の中に位置する施設として、「箱根の自

然と美術の共生」というコンセプトのもとに、周囲の景観に配慮して自然環境に溶け込むよ

うな外観や構造、地震や火山性ガスといった環境からの影響を軽減するための設計を採り

入れている。収蔵する美術作品は、化粧品会社であるポーラ創業家 2 代目である鈴木常司

（1930-2000）が 40 年以上にわたって収集した個人コレクションをもとにしており、19～

20 世紀のフランス近代絵画を中核にとした西洋近代美術から、日本の近現代洋画、日本画、

彫刻、工芸、など幅広い分野の作品を展示公開している。 

 開館以来、企画展と常設展示によって鈴木常司コレクションを中心に展示公開してきたポ

ーラ美術館だが、2014 年には新たに作品の購入をはじめ、従来のコレクションにはない戦

後美術や現代美術を収集している。また 2017 年から、これまでポーラ美術振興財団が海外

研修のための助成を行ってきたアーティストによる展示「HIRAKU Project」によって現代

アートの紹介をはじめた。さらに 2019 年からは近代美術と現代美術を併置させるグループ

展「シンコペーション」展、2021 年には現代アメリカを代表する作家の個展「ロニ・ホー

ン」展を開催して、近代美術にとどまらない新しい展開を進めている。2024 年 12 月に開幕

した企画展「カラーズ―色の秘密にせまる」展では、色彩というテーマのもとに、ポーラ美

術館の開館以来のコレクションである印象派から、近年収蔵した戦後美術、そして現代アー

ティストによる幅広い表現を展観しようと試みようとするものである。この展覧会を中心

に、ポーラ美術館による新たな変化について紹介したい。 
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